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　今回は、アパホテル株式会社取締役
社長の元谷芙美子さんの講演会です。
　「私が社長です。」のキャッチコピ
ーと、人目を引く衣装と帽子で自ら
広告塔になり、ホテルの認知度アッ
プに貢献する姿は有名であり、皆様
ご存じのことと思います。
　元谷さんは、福井県出身。福井県立
藤島高校卒業後、福井信用金庫に就
職。22歳で元谷外志雄さんと結婚。
1971年、夫とともに信用開発株式
会社を創業。1994年、アパホテル株
式会社社長に就任してからは、全国
規模のホテルチェーンへと成長させ
ました。
　また、社長業の傍ら、長年の夢で
あった大学進学を決意。2001年、
法政大学人間環境学部入学。卒業後は、

さらに早稲田大学大学院公共経営研
究科に入学。その後、博士課程に進
学・修了。経営のノウハウを、学業か
らも身に付けてこられました。
・90歳まで現役でがんばる！
・風を起こす人こそが、創業者！
・逆風も時には追い風になる！
　このように、パワフルかつポジテ
ィブ、そして有言実行。
　著書「強運 ピンチをチャンスに変
える実践法」においても、日常のハ
プニングやピンチを笑いに変え、明
るく前向きに生きるエピソードを紹
介されています。
　さあ、皆様、元谷さんから元気を
いただきましょう。元谷さんの話か
ら、運やツキを自分に引き寄せるこ
とができるか、今から楽しみです。

テーマ ● 私が社長です。
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■と　き／10月19日（木） 18:30～20:00

■講　師／落語家　三
さんゆうてい

遊亭 好
こうらく

楽氏

■テーマ／人生好んで楽しもう

●東京都出身。故・林家正蔵に入門。1981年真打昇進し、日本テレ
ビ「笑点」大喜利メンバーとなる。83年正蔵の死去により、三遊亭
円楽一門に移籍し、「三遊亭好楽」に改名。心機一転、出直しをは
かるため、「笑点」を降板したが、独演会や一門会で古典落語をみ
っちり修行し、88年再び「笑点」に復帰。現在もレギュラーとして
活躍中。

　次回のご案内

開  場 13：30
夢のひろば 14：00
講  演 14：30（終了16:00）

元
も と や

谷 芙
ふ み こ

美子氏講　師 ●

●福井県出身。1971年、夫・外志雄氏と共に信金
開発（現・アパ㈱）を創業。2006年、早稲田大学
大学院公共経営研究科修士号を取得。2011年に
は同博士課程を修了。1994年、アパホテル㈱社長
に就任後は、自ら広告塔となり、会員制やインター
ネット予約システムをいち早く導入し、全国規模の
ホテルチェーンへと成長させた。「私が社長です。」
のセリフでおなじみの元谷氏は、バラエティー番組
でも引っ張りだこである。

元谷 芙美子 氏のプロフィール
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アパホテル株式会社
取締役社長

9月の講演会は第
● ● ● ● ●

3月曜日です。
開場は13:30です。ご注意ください!

開場前の整列にご協力を！(「事務局だより」をご覧ください。）



※
締
め
切
り
は
９
月
22
日
㈮
（
必
着
）

※
宛
先
は
、
さ
せ
ぼ
夢
大
学
事
務
局
ま
で

講
演
を
聴
か
れ
た
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

■「太極剣四十二式」の剣のさばきのバ
ランスのよい動きには、感心しました。
　また、小林弘幸さんの「健康になる７
つの習慣」は、定期的に健康診断を受け
て、３行日記をつけて、バランスのよい食
事を腹八分によく噛んで、体の末端まで
血流がよくなる体操をして、謙虚な心で
人に接し、半身浴の風呂に入る。今日が
一番若くワクワクする目標をもって、健
康寿命を延ばすように努めることを学び
ました。ありがとうございました。

佐世保市大和町●宅島　冨士彌

■２か月振りに受講しました。前回、体
調を崩して参加できなかった私と母にと
って、今回のテーマ「健康になる７つの
習慣」はたいへん参考になりました。コ
ロナ禍での失われた習慣を、もう一度や
り直す又は見直すことによって、健康は
維持できる。
　ぜひ、７つの習慣を続けて、次回もま
た参加したいと思いました。

長崎市小江町●岩﨑　章子

■「60歳を越えると疲れる」とおっしゃ
ったように、私は還暦を過ぎた頃から、
若い時にはなかった変化がいくつかあり
ます。それは、「トイレが近い」「食事中
にたまに舌の端を噛む」「少し階段を上
がると疲れる」等です。
　病気の前兆とも考えられますので、

「自律神経は血流をコントロールしてい
る。交感神経と副交感神経のバランスと
質が大事」とのお話を参考に、怠りがち
な習慣（適度な運動と適量の飲酒）を改
善していきます。　

佐世保市早苗町●牧　千尋

■「健康で長生きしたい！」と、誰もが望
むことですが、現実にはいろいろな病に
なりやすいものです。今日の７つの習慣
は、わかりやすく、心にしみ込みました。
　85歳ですが、もう少し頑張ってみたい
と思いました。

佐世保市春日町●有吉　成子

■今日も満席。お話の内容も口調も、い
つものように優しくわかりやすく、うなず
きながらお聞きした。晩年を佐世保に生
きて幸せと感謝している。
 “うぐいす  ひばり

仲よく去ぬる  影ふたつ”  たつえ
佐世保市早苗町●牧　多津江

■今をどう生きるか？　健康とは何か？
人は簡単に乱れる‥‥。
　頭の痛いテーマがたくさんあり、すべて
のミスは説明できるという講師の話に、
何となく日常の生活が思い当たり、よみ
がえってきました。自律神経を整えて、肉
体からケアしていくことで、健康を維持
し、さらに腸内環境をよくし、有用菌を増
やしていきたいと思います。私はダイエッ
トもやっているので、今日の話も参考
に、健康体と安定した精神を目指して頑
張ります。

佐世保市小島町●髙増　香里

■私もロッカーズのロッカー（老化）とな
り、小林さんの「呼吸」は効果的で安眠
できます。
　すべて真に納得！となる講演でした。
謙虚に生きましょう。人生±０

佐世保市比良町●岡井　眞紀

早
速
実
行
に
移
し
ま
し
た

西
松
浦
郡
有
田
町
　
庄
村
　
雅
子

　

夜
８
時
以
降
は
食
べ
な
い
、
と

話
さ
れ
た
小
林
弘
幸
さ
ん
。
私
も

10
年
前
か
ら
実
行
し
て
い
ま
す
。  

　
「
健
康
に
な
る
７
つ
の
習
慣
」と

は
食
事
だ
け
で
な
く
、
呼
吸
法
や

ス
ト
レ
ッ
チ
、
日
記
を
書
く
、
ゆ

っ
く
り
動
く
等
、
日
々
の
生
活
に

す
ぐ
に
取
り
入
れ
や
す
い
習
慣

で
、
紙
に
書
き
出
し
て
毎
朝
目
を

通
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
日
記
は

続
け
て
書
け
る
か
不
安
で
す
。

　

ま
た
、
自
律
神
経
が
、
血
流
や

臓
器
の
働
き
を
司
る
神
経
で
あ
る

と
、
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
朝
食

の
大
切
さ
、
バ
ナ
ナ
の
繊
維
が
大

腸
ま
で
届
く
、
ガ
ム
も
自
律
神
経

の
向
上
に
と
て
も
よ
い
と
知
り
ま

し
た
。
お
風
呂
の
入
り
方
も
、
し

っ
か
り
湯
船
に
浸
か
っ
て
た
の
で

す
が
、
お
湯
の
量
を
減
ら
し
て
半

身
浴
に
変
え
ま
し
た
。
腸
内
細
菌

の
重
要
な
働
き
、
１
対
２
の
呼
吸

法
等
、
こ
れ
か
ら
の
体
調
管
理
に

大
事
な
こ
と
を
多
く
学
び
ま
し

た
。
す
ば
ら
し
い
講
演
を
聞
き
、

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
毎
日
を
過
ご

せ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

「
技
・
体
」あ
っ
て
こ
そ
の「
心
」

佐
世
保
市
大
和
町
　
新
北
　
博
美

　

近
年
の
研
究
で
、
腸
が
免
疫
機

能
に
関
わ
り
、
そ
れ
が
自
律
神
経

の
バ
ラ
ン
ス
に
も
関
係
し
て
い
る

と
よ
く
耳
に
し
て
い
た
の
で
、

小
林
氏
の
講
演
で
ど
ん
な
話
が
聞

け
る
の
か
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。

　
「
腸
」
は
、
臓
器
移
植
の
時
で

も
、
消
化
吸
収
だ
け
で
な
く
免
疫

防
御
機
能
が
あ
る
た
め
、
移
植
は

難
し
い
と
聞
き
ま
す
。
腸
が
体
を

整
え
、
自
律
神
経
に
ま
で
及
ん
で

く
る
。
そ
れ
だ
け
繊
細
で
、
重
要

な
器
官
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

心·

技·

体
は
、「
技
・
体
」が
あ
っ

て
こ
そ
の
「
心
」
で
あ
る
。
確
か

に
そ
う
だ
！ 

と
納
得
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
食
事
・
運
動
・
健
康
診

断
で
、
自
分
の
体
を
よ
り
大
切
に

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
で
、
早
速
試
し
て

み
よ
う
と
思
う
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
他
人
に
流
さ
れ

ず
、
気
が
け
て
１
対
２
の
呼
吸
。

質
の
良
い
血
液
を
十
分
に
一
つ
一

つ
の
細
胞
へ
流
せ
る
よ
う
、
張
り

つ
め
て
頑
張
ら
ず
に
自
然
体
で
。

　

一
番
若
い
毎
日
を
送
っ
て
い
け

る
よ
う
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で

す
。

意
識
が
変
わ
れ
ば
、
行
動
が
変

わ
る佐

世
保
市
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
町
　
松
井
　
昭
夫

　

最
近
「
眠
り
が
浅
い
」「
夜
中

に
何
度
も
目
を
覚
ま
す
」
等
、
気

に
な
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
そ

ん
な
折
、
自
律
神
経
研
究
の
第
一

人
者
で
あ
る
小
林
弘
幸
さ
ん
が
夢

大
学
に
来
て
く
だ
さ
る
と
い
う
。

も
う
ワ
ク
ワ
ク
し
て
講
演
の
日
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
。

　

講
演
の
中
で
強
調
さ
れ
た
こ
と

は
、
自
律
神
経
を
整
え
る
こ
と
が

健
康
の
カ
ギ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

小林弘幸 氏
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健康長寿のカギは、
自律神経のバランスにあり！

◆日 時／9月18日（月・祝）　午後2時～2時20分
◆演 目／あなたの今日に、はなうたを。
◆出 演／村島佳佑（歌）、冨永隆治（ピアノ）
◆出演者（村島佳佑）紹介
　佐世保市出身。佐世保西高卒業後、大分
大学へ進学し、シンガーソングライターとして
活動を開始。卒業後、上京し、約７年間の活
動を経て、2018年に活動拠点を佐世保へと
移す。作詞・作曲を手掛けた楽曲は、300曲
以上、７作のＣＤをリリース。
　「あなたの今日に、はなうたを。」の理念の
もと、「明るく朗らかな１日になるように」との
想いを込め、歌を届けている。
　2000人動員を目標に、2024年6月2日、
４度目のアルカスSASEBO大ホール公演に
挑む。

◆曲 目
１．蒼いシャツ（村島佳佑）
２．銀色の風（村島佳佑）
３．露時雨（村島佳佑）
４．足跡（村島佳佑）

夢のひろば

8月夢のひろば　かんわ会「太極拳」

自
律
神
経
は
交
感
神
経
と
副
交
感

神
経
に
大
別
さ
れ
る
と
し
、
車
の

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
に
例
え
、

両
方
が
う
ま
く
働
い
て
こ
そ
、
安

心
し
て
運
転
で
き
る
。
人
間
の
活

動
も
同
様
で
あ
る
こ
と
を
図
や
表

を
駆
使
し
、
と
て
も
わ
か
り
や
す

く
説
明
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
腸
内
環
境
を
整
え
る

話
に
移
ら
れ
た
。
腸
内
環
境
が
整

え
ば
、
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
働
き
出

し
、
メ
ン
タ
ル
も
健
康
に
な
っ
て

い
く
と
い
う
。
そ
の
際
、
運
動
・

睡
眠
・
食
事
が
重
要
で
あ
る
こ
と

も
。
残
念
な
が
ら
加
齢
と
と
も

に
、
自
律
神
経
の
働
き
が
衰
え
て

い
く
よ
う
だ
が
、
生
活
と
思
考
の

変
化
を
自
ら
起
こ
せ
ば
、
自
律
神

経
の
働
き
を
簡
単
に
高
め
ら
れ
る

よ
う
だ
。

　

笑
い
に
包
ま
れ
た
講
演
は
あ
っ

と
い
う
間
に
終
わ
っ
た
。
帰
り
の

電
車
の
中
で
、
今
日
の
講
演
を
振

り
返
る
。
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

今
日
の
夕
食
は
遅
く
な
る
の
で
、

軽
め
に
し
よ
う
！　

本
来
は
熱
め

の
風
呂
が
好
き
だ
が
、
今
日
か
ら

ぬ
る
め
の
お
風
呂
で
半
身
浴
！

そ
う
だ
、「
３
行
日
記
」
も
今
日
か

ら
始
め
よ
う
！

　

す
っ
か
り
小
林
さ
ん
の
虜
に
な

っ
て
い
た
。

若
さ
を
保
つ
た
め
の
黄
金
の

メ
ソ
ッ
ド

北
松
浦
郡
佐
々
町
　
法
本
　
安
子

　

今
日
の
講
師
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

著
書
も
多
数
あ
り
、
自
律
神
経
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
る
小
林
弘
幸

氏
。
ド
ク
タ
ー
小
林
の
健
康
塾
、

盛
り
沢
山
の
健
康
の
秘
訣
、
生
き

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昔
か
ら
心
・
技
・
体
と
言
わ
れ

て
き
た
が
、
腸
内
環
境
を
整
え
る

と
免
疫
力
が
良
好
に
保
た
れ
、
メ

ン
タ
ル
も
健
康
に
な
り
、
技
・
体

が
あ
っ
て
こ
そ
の
心
と
言
わ
れ

る
。
交
感
神
経
が
ア
ク
セ
ル
、
副

交
感
神
経
が
ブ
レ
ー
キ
、
健
康
に

と
っ
て
理
想
的
な
二
つ
の
神
経
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
時
、
人

の
体
は
最
も
よ
い
状
態
と
な
り
、

逆
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
と
不
調
を

来
す
。
健
康
長
寿
の
カ
ギ
は
、
自

律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
に
あ
り
。
腸

活
・
呼
吸
法
・
食
生
活
に
取
り
組

む
こ
と
が
、
加
齢
に
負
け
ず
、
若

さ
を
保
つ
た
め
の
黄
金
の
メ
ソ
ッ

ド
で
あ
る
。

　

ゴ
ー
ル
が
あ
れ
ば
、
ス
タ
ー
ト

が
あ
る
。
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
の
で

は
な
く
、
次
の
ス
タ
ー
ト
の
た
め

に
、
今
を
ど
う
生
き
る
か
、
プ
ラ

ス
思
考
で
自
分
を
鼓
舞
し
な
が
ら

生
き
た
い
。
過
去
を
振
り
返
っ
て
、

昔
は
良
か
っ
た
と
後
悔
は
し
た
く

な
い
。
限
ら
れ
た
人
生
、
今
が
一

番
若
い
。
次
の
ス
タ
ー
ト
を
目
指

し
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
日
々
を
送
る

こ
と
、
そ
れ
が
幸
せ
の
処
方
箋
！

意
識
し
た
毎
日
を
送
っ
て
み
よ
う

佐
世
保
市
東
山
町
　
中
溝
　
悦
美

　

台
風
は
目
だ
け
で
な
く
、
心
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
こ
の
夏

の
台
風
の
動
き
を
読
み
取
ら
れ
た

古
賀
理
事
長
の
お
話
は
、
的
を
射

て
お
り
、
う
な
ず
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
師
は
、「
腸
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
る
小
林

弘
幸
さ
ん
。
脳
は
な
く
て
も
腸
は

あ
る
と
い
う
生
き
物
も
存
在
し
、

本
当
に
腸
は
大
事
で
あ
る
と
感
じ

ま
す
。
健
康
に
関
す
る
興
味
深
い

著
書
も
多
数
あ
り
、
こ
の
後
「
自

律
神
経
を
整
え
る
手
帳
」
を
読
ん

で
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
健
康
に

な
る
７
つ
の
習
慣
」。
過
去
に
目

を
向
け
な
い
、
今
を
生
き
る
、
悪

い
流
れ
を
止
め
る
勇
気
、
嫉
妬
も

い
け
な
い
、
怒
鳴
ら
な
い
等
々
、

わ
か
っ
て
は
い
ま
す
が
、
こ
れ
が

な
か
な
か
ま
ま
な
ら
な
い
生
き
方

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
相
手

に
期
待
し
な
い
、
他
人
に
対
す
る

言
葉
遣
い
も
重
要
、
他
い
ろ
い
ろ
。

　

今
、
私
に
で
き
る
こ
と
は
、
ワ

ク
ワ
ク
す
る
日
々
を
謙
虚
に
毎
日

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
。
人
生
は
お

も
し
ろ
い
、
あ
り
が
た
い
と
思
っ

て
、
毎
日
を
生
き
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

健
康
に
感
謝

佐
世
保
市
南
風
崎
町
　
横
山
　
春
美

　

私
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
健
康
一
番
」。

そ
の
た
め
小
林
氏
の
講
演
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
が
、
期
待
ど
お
り

で
あ
っ
た
。

　

最
初
に
「
軸
」
の
重
要
性
や
健

康
寿
命
と
平
均
寿
命
の
差
に
つ
い

て
説
か
れ
た
が
、
私
も
全
く
同

感
。
そ
し
て
、
今
を
ど
う
生
き
る

の
か
、
心
技
体
で
な
く
技
体
心
、

相
手
に
期
待
し
な
い
、
自
分
の
目

で
確
認
す
る
な
ど
の
持
論
を
展
開
。

　

そ
し
て
腸
内
環
境
の
大
切
さ
を

力
説
。
そ
れ
に
は
バ
ナ
ナ
が
効
果

的
と
の
こ
と
。
ま
た
、
一
番
大
切

な
こ
と
は
呼
吸
で
、
３
秒
吸
っ
て

６
秒
吐
く
練
習
を
紹
介
さ
れ
た
。

食
事
は
７
分
目
が
よ
い
。
風
呂
の

湯
温
は
37
度
か
ら
40
度
が
適
当

で
、
半
身
浴
を
推
奨
さ
れ
た
。
更

に
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
は
、

血
流
が
よ
く
な
る
と
の
こ
と
。
意

外
な
効
果
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て

も
ら
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
食
事
に

活
か
し
た
い
。
そ
し
て
健
康
診
断

の
大
切
さ
も
強
調
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
や
ア
キ
レ
ス
腱
の

屈
伸
運
動
に
は
、
意
外
に
も
否
定

的
だ
っ
た
。
人
生
は
謙
虚
に
生

き
、
常
に
ス
タ
ー
ト
の
気
持
ち
で

な
ど
、
心
に
沁
み
た
。

　

ま
も
な
く
敬
老
の
日
。
一
年
後

に
は
後
期
高
齢
者
と
な
る
身
だ

が
、
今
回
の
講
演
を
糧
に
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
健
康
長
寿
を
心
が
け

て
い
き
た
い
。
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西海讃歌

柴
しばた

田　昭
てるたか

隆

　

佐
世
保
市
民
に
愛
さ
れ
て
い

る
「
西
海
讃
歌
」
と
い
う
曲
が
あ

る
。
こ
の
曲
は
、
一
九
六
九
年

（
昭
和
四
四
）に
長
崎
県
で
開
催

さ
れ
た
第
二
十
四
回
国
民
体
育

大
会
と
第
五
回
佐
世
保
市
民
管

弦
楽
団
の
定
期
演
奏
会
を
記
念

す
る
曲
と
し
て
作
曲
さ
れ
た
。

　

当
時
の
佐
世
保
市
民
管
弦
楽

団
の
理
事
長
で
あ
り
佐
世
保
中

央
病
院
の
院
長
で
あ
っ
た
富
永

雄
幸（
ゆ
う
こ
う
）が
作
曲
家
團
伊

玖
磨（
だ
ん 

い
く
ま
）に
依
頼
し
て

で
き
た
曲
で
あ
る
。

　

富
永
の
依
頼
を
受
け
た
團
は
、

さ
っ
そ
く
佐
世
保
へ
や
っ
て
き

た
。
そ
し
て
、
富
永
の
案
内
で

九
十
九
島
を
遊
覧
船
で
巡
り
、

弓
張
岳
展
望
台
か
ら
佐
世
保
湾

と
九
十
九
島
を
眺
望
し
た
。

　

展
望
台
か
ら
続
く
文
学
散
歩

道
に
は
、
佐
世
保
に
縁
が
あ
っ

た
文
学
者
の
碑
が
並
ん
で
い

る
。
そ
こ
で
、
平
戸
出
身
の
詩

人
・
藤
浦
洸（
こ
う
）の
「
空
い
っ

ぱ
い
」
と
い
う
西
海
の
海
と
空

を
詠
っ
た
詩
碑
を
目
に
し
た
。

詩
碑
の
前
で
二
人
は
「
こ
れ
で

行
き
ま
し
ょ
う
」
と
意
気
投
合

し
、
ま
ず
曲
の
詩
が
決
ま
っ
た
。

曲
想
は
、
九
十
九
島
の
夕
景
美

に
と
ら
わ
れ
ず
西
海
国
立
公
園

の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
上
が
る

も
の
を
作
る
と
い
う
團
の
意
向

に
従
い
、
曲
名
も
一
任
し
た
。

　

團
は
、
単
な
る
九
十
九
島
の

情
景
描
写
の
音
楽
で
は
な
く
、

自
然
へ
の
賛
美
と
お
互
い
の
深

い
心
の
結
び
つ
き
を
願
う
人
類

へ
の
愛
の
賛
歌
を
曲
の
中
に
盛

り
込
ん
だ
。
出
来
上
が
っ
た
曲

は
、
管
弦
楽
付
き
の
合
唱
曲
で

あ
る
。
市
民
管
弦
楽
団
へ
届
け

ら
れ
た
楽
譜
に
は
、
題
名
『
西
海

讃
歌
』
の
他
に
「
佐
世
保
市
民
に

捧
ぐ
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

　
「
西
海
讃
歌
」
の
初
演
は
、

一
九
六
九
年
十
一
月
。
團
の
指

揮
に
よ
り
、
佐
世
保
市
合
唱
協

会
と
の
合
同
に
よ
る
市
民
管
弦

楽
団
の
第
五
回
定
期
演
奏
会
で

披
露
さ
れ
た
。

　

ホ
ル
ン
に
よ
る
静
か
な
第
一

主
題
の
旋
律
を
縫
う
よ
う
に
木

管
楽
器
と
弦
楽
器
の
副
主
題
が

響
く
。
全
楽
器
が
加
わ
り
重
厚

さ
を
増
し
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
、

海
と
空
の
限
り
な
い
広
が
り
と

な
っ
て
壮
大
な
風
格
で
耳
に
響

く
。
一
変
し
て
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
お

春
の
物
語
が
日
本
調
の
旋
律
で

石岳からの九十九島

描
き
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
空

い
っ
ぱ
い
に
／
空
が
あ
る
よ
う

に
／
海
い
っ
ぱ
い
に
／
海
が
あ

る
よ
う
に
」
の
大
合
唱
が
曲
を

盛
り
上
げ
る
。

　

佐
世
保
市
民
会
館
の
ホ
ー
ル

を
埋
め
た
佐
世
保
市
民
は
、
曲

の
素
晴
ら
し
さ
に
感
激
し
た
。

心
打
た
れ
て
涙
し
た
。
曲
が
終

り
に
近
づ
く
頃
に
は
檀
上
の
管

弦
楽
団
と
百
人
を
超
え
る
合
唱

団
も
涙
を
流
し
て
演
奏
し
て
い

た
。演
奏
が
終
わ
る
と
聴
衆
は
総

立
ち
し
て
万
雷
の
拍
手
を
贈
っ

た
。

　

そ
れ
以
来
、「
西
海
讃
歌
」
は

佐
世
保
の
文
化
と
し
て
市
民
の

間
で
愛
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
〇

年
に
は
、
弓
張
岳
に
記
念
碑
が

建
て
ら
れ
た
。
市
民
管
弦
楽
団

は
、
こ
の
曲
を
何
度
演
奏
し
て

も
、
ま
た
演
奏
し
た
く
な
る
と

い
う
。
私
は
、
何
度
聴
い
て
も

涙
腺
が
緩
ん
で
く
る
の
で
あ
る
。
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★
小
林
弘
幸
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

「
佐
世
保
バ
ー
ガ
ー
は
、
今
ま
で

食
べ
た
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
中
で
、

一
番
お
い
し
か
っ
た
。」

　

こ
の
よ
う
な
話
か
ら
、
講
演
会

は
始
ま
り
ま
し
た
。
講
師
の
小
林

弘
幸
さ
ん
は
、
と
て
も
気
さ
く
な

方
で
あ
り
、
健
康
に
な
る
た
め
の

秘
訣
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

内
面
の
感
想
文
に
も
あ
る
よ
う

に
、「
三
行
日
記
始
め
ま
し
た
。」

「
半
身
浴
に
変
え
ま
し
た
。」
等
、

講
演
の
効
果
は
絶
大
で
、
参
観
の

受
講
生
に
と
っ
て
、
日
常
生
活
に

変
化
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

 

「
人
生
の
中
で
最
も
大
切
で
あ

り
、
最
大
の
武
器
は
、『
謙
虚
に

生
き
る
こ
と
』」「
今
日
が
一
番

若
い
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
日
々
を
送

り
ま
し
ょ
う
！
」

　

講
演
の
終
末
で
話
さ
れ
た
講
師

の
言
葉
を
胸
に
、
今
日
も
よ
い
日

に
し
よ
う
、
頑
張
ろ
う
と
心
に
誓

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
身
震
い
が
す
る
ほ
ど
、
す
ば

ら
し
か
っ
た
で
す
！

 

「
皆
さ
ん
若
々
し
く
、
足
腰
の

た
く
ま
し
さ
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
さ
、

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。」

 
「
夢
の
ひ
ろ
ば
」
出
演
の
太
極

拳
か
ん
わ
会
の
演
目
を
ご
覧
に
な

っ
た
方
の
感
想
で
す
。

　

顔
や
手
足
、
そ
し
て
一
本
一
本

の
指
が
、
ビ
シ
ッ
と
決
ま
り
、
演

武
の
美
し
さ
と
集
団
の
ま
と
ま
り

を
十
分
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

か
ん
わ
会
の
皆
さ
ん
は
、「
夢

の
ひ
ろ
ば
」
出
演
に
あ
た
り
、
事

前
に
大
ホ
ー
ル
を
自
分
た
ち
で
借

り
、
練
習
を
す
る
ほ
ど
、
熱
心
な

方
々
の
集
ま
り
で
す
。
そ
し
て
、

当
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
経
て
、
本

番
で
四
演
目
を
披
露
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

見
事
な
演
武
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
次
回
の
講
演
会
は
、
開
場
前

の
整
列
に
ご
注
意
を
！

　

次
回
、
９
月
18
日（
月
）の
講
演

会
は
、
祝
日
で
あ
り
、
昼
間
の
開

催
と
い
う
こ
と
も
重
な
り
、
同
時

刻
に
他
の
団
体
も
、
ア
ル
カ
ス
Ｓ

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
で
の
催
し
を
行
う
予

定
で
す
。
そ
の
た
め
、
１
階
入
口

付
近
が
非
常
に
混
雑
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
１
階
入
口
付
近
に
設

置
の
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
を
大
ホ
ー

ル
入
口
ガ
ラ
ス
扉
前
に
置
い
た

り
、
開
場
前
の
整
列
を
階
段
下
か

ら
始
め
た
り
、
開
場
時
刻
を
少
し

早
め
た
り
等
、
人
の
混
雑
を
少
し

で
も
解
消
で
き
る
よ
う
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
９
月
18
日
は
、

１
階
に
お
け
る
整
列
の
状
況
が
、

通
常
と
は
異
な
り
ま
す
。
受
講
生

は
、
ス
タ
ッ
フ
の
指
示
に
従
い
、

ス
ム
ー
ズ
な
動
き
が
と
れ
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り


